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武蔵野東学園

連合後援会だより

皆さま、こんにちは。「連合後援会だより」で
す。武蔵野東学園創立55周年という節目の
年でもあります。学園のイベントの案内や保

護者の方からのお子様の学園生活の様子
を紹 介していきます 。第 一 号は 会 長、副会
長の挨拶とご入園、ご入学された保護者の
方からのエピソードをお届けします。

（編集委員N）
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■平成３１年度連合後援会総会報告
去る4月23日(火）北原記念館スカラーホールにて、各園校及びむらさき会の会長、役員、後援会会員、保護者、及

び学園側からは理事長以下各園校の校長、教頭職他の出席により、連合後援会総会並びにむらさき会総会が開催され

ました。本会では、①平成30年度の事業・会計報告、承認 ②平成31年度各園校会長、五役選出・承認 ③平成31年

度の事業目標・会計予算、承認④各園校役員の紹介他が行われました。会長、役員代表の承認をはじめ、全ての議事

が滞りなく進み、承認されましたことをご報告いたします。

①連合後援会事業目標への協力

②会員相互の輪を広げる活動の推進

③ボランティア活動の充実

・ＪｏｙＤａｙ(年２回)

・図書館支援(読み聞かせ･本の修理･図書館の整備)

・劇やダンスの衣装づくり

①連合後援会事業目標への協力

②子どもを中心とした明るく温かい幼稚園づくり

への協力

③保護者の趣味や特技を生かした活動の推進

④地域との和やかな関係づくりの推進

⑤ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ運動の推進①連合援会事業目標への協力

②「すべての会員の子弟は我が子である」を合言葉に

会運営の推進

③会員相互の理解と親睦を兼ねた行事の開催

・むらさき連合親子運動会 5月25日（土）

・保護者会 －慰労会－ 5月25日（土）

・保護者会 －新年会－ 令和 2年１月18日（土）

④「可能性をひろげて」の編集発行

⑤むらさきOB会との連携（地域ネットワーク等)

①連合後援会事業目標への協力

②学校行事への保護者の積極的

な参加と教育への協力

③家庭での親と子の対話の充実

①連合後援会事業目標への協力

②私学助成活動への協力

①学園創立55周年事業への協力

②ボストン東スクールとの交流活動

③学園後援組織の拡大と充実

④学園奨学金制度への協力

編集後記

新年度第一号、いかがでしたか？4月から武蔵野東学園の

仲間になった皆さま、後援会総会や各園校会長挨拶等ほほ

えましいエピソードありがとうございます。今年は武蔵野

東学園創立55周年を記念する企画もあります。

今後をお楽しみに！

（編集委員N）

●編集委員会（編集スタッフ）

高等専修 山下詩織 森 宗子

中学校 杉岡美恵子 石寺弘美

小学校 松本裕子 小倉智子

幼稚園 松本佳奈 宇野瑠衣

高等専修 松井幹和 横田秀一

中学校 遠藤崇浩 松田英二

辻 孝平 津久井竜一

小学校 白田 剛 大黒貴之 内藤忠男

私の卒園から数十年・・・そして感動的だった長

女の卒園式から１か月後、桜が美しく舞うなかに次

女の入園式を迎えました。３代目東っ子の誕生です。

次女は、優しく遊んでくれた長女のお友達とも一

緒に通えると思っていて、少し寂しさを感じつつも

幼稚園に通う楽しみを胸いっぱいにしていました。

今は時々家が恋しくなったりしながらも張り切って通って

います。まだ幼い口跡ながらもクラス名が言えた！先生の

お名前が言えた！初めてお友達の名前が出てきた！と、小

さなステップを一つずつ成長する姿を感じ、見守ってくだ

さる先生方に感謝しています。

私も役員・サークル等の後援会活動を通して、若かりし

頃の心のトキメキをキラッと思い出しています。親自身の

“キラッと”が子供たちに届いて、少しでも子供たちの楽

しい園生活に彩を添えられればと願っています。

（年少保護者 U）

「今日も楽しかった！」「給食がおいしい！」

毎日、満足そうな顔をして帰ってくる息子。

「教科書読んだよ！」「宿題出たよ！」「ハ

ンガーにこうやって制服かけるんだよ！」と、

初めてのことや教えてもらったことを、嬉し

そうに話してくれます。ピカピカの１年生は、

なんだか不思議なパワーが湧いてくるようです。上

履き洗いに布団たたみ、何でもできてしまう不思議

なパワー！！！「さすが１年生！」と、家でも張り

切っています。そんな姿を見て、私もとっても嬉し

くなる毎日です。

入学してからもうすぐ２カ月…「先生はおもしろ

いよ」「６年生優しい」と、たくさんの先生方やお

兄さんお姉さんに見守ってもらいながら、安心して

小学校生活を過ごしているようです。私も、息子と

同じ東小学校の１年生！息子と共に東小学校生活を

楽しみたいです。

（小１保護者 Ｉ）

娘が入学前から決めていたこと・・・それは

ダンス部に入ることです。たぶん、小学校6年の

夏ごろ？もっと前からかもしれません。気持ち

は決めていたようです。親としては、いろいろ

体験してから決めてはどうかとアドバイスをし

たこともありました。何せ、今までピアノやバ

レエ、水泳といった習い事を一切したことがなかったか

らなのです。習い事を始めるきっかけを作ったり、無理

やり背中を押してみたり（笑）もしましたが、どれも全

く興味を示しませんでした。

そんな彼女がやりたいと思った「ダンス部」・・・ど

うしてだろうと考えてみました。それは、先輩の姿に憧

れたからだと思います。幼稚園や小学校の時から、何度

となく見る機会があった東中ダンス部の演技。

憧れに向かってスタートした中学校生活はどんな3年間に

なるのでしょう、たくさんの事を経験し学び成長していっ

て欲しいと思います。 （中１保護者 S）

月日が経つのは早いもので、あっという間

に、おそらく最後の入学式を迎えました。

娘が自閉症の診断を受け、今後どんな風に

育てたらいいのか、将来どういった道が最善

なのか、と悩みました。

折しもその頃、家庭用パソコンが普及し始め、色々な

情報が得られるようになってきた中、初めて武蔵野東

学園の事を知りました。「自閉症児の教育を五十年も

続けている学校って凄いな。」と深く興味をもったの

がきっかけでした。

高専には既に、中学時代に病気をきっかけに“つま

ずき”があり、先に入学した姉が三学年におります。

今まで、別々の学校に通っていた姉妹が初めて一緒の

学校へ通えます。一つ一つの行事、出来事を見逃さな

いように、東学園での一年間を親子共々楽しんでやっ

ていきたいと思います。

（高専１保護者 M)



皆様、こんにちは。幼稚園の後援

会長を務めさせて頂きます堀内正嗣

と申します。私自身と長女、次女が

卒園児であり、現在は長男が年長で

お世話になっております。

これまでもレッツ（幼稚園の父親が

中心となって活動している会）の一

員として、父親研修会・お芋掘り・

年長お泊り保育・お餅付き等の行事

に毎年参加させて頂くことで、混合

教育の中での園児たちの成長を間近

で感じることができ、私自身も多く

の気付きや学びがありました。幼稚

園生活の中でこの様に保護者も一緒

に子供たちと触れ合う機会が数多く

ある東幼稚園は素晴らしいと思って

おります。

昨年度に引き続き、保護者の皆様、

先生方と交流を計りながら、様々な

事業や活動を通じて、かけがえのな

い幼児期の成長を応援し楽しい幼稚

園生活を園児たちと一緒に送りたい

と考えております。微力ではありま

すが、武蔵野東学園の更なる発展に

繋がる様に力を尽くして参りたいと

思いますので、一年間どうぞ宜しく

お願い致します。

みなさんこんにちは。

本年度、小学校の後援会長を務めさ

せていただく荒井です。武蔵野東小

学校に6年生の長男が、東中学校に2

年生の長女がお世話になっています。

さて改元を迎えた今年は、武蔵野東

学園が創立55周年を迎えます。半世

紀以上に渡り武蔵野東学園が成長と

発展を続けてこられたのはひとえに

北原キヨ先生の信念と、そして学園

教職員の方々が日々知恵を出し合い、

地道な努力を続け、それを引き継い

でこられた結果です。皆様の努力に

深く敬意を表します。

武蔵野東学園の後援会活動は、学園

の成長と発展を後押しする役割も持っ

ていると私は思います。また、学園

への理解を深めるのみならず、子供

たちや先生方との交流を通じて自分

を見つめ直すきっかけを与え、自分

の世界を広げてくれると私は感じて

います。どうか皆さん、この節目の

年となる2019年、一緒に楽しみなが

ら学園を盛り上げてまいりましょう。

一年間、どうぞよろしくお願いいた

します。

本年度、小学校後援会副会長を務

めさせていただきます白田剛と申し

ます。長男が小学校6年E組でお世話

になっております。また2歳になる長

女がおります。長男は幼稚園年長よ

り学園にお世話になっておりますの

で、早いもので学園生活7年目となり

ます。長男の見送りのため、朝、小

学校にうかがっておりますが、小さ

くて可愛らしい1年生の皆さんが大き

なランドセルを背負って元気に登校

されている姿を垣間見ますと、長男

もサイズは大きくなったなと思うと

ともに、私もたくさんの元気をいた

だいて、毎朝、出勤しております。

今年度で小学校卒業かと思いますと、

少し寂しい気も致します。

今年度は学園創立55周年であり、

「GO！GO！ヒガシ」の合言葉のもと、

後援会としても盛り上げて参りたい

と思います。皆様、どうぞご協力の

ほどお願い申し上げます。

皆さんこんにちは、武蔵野東中学

校後援会長を仰せつかっております

近澤で御座います。今年度も微力な

がらお力になれればと思いますので

宜しくお願い致します。

さて中学校では4月7日、桜の花も

間に合いお天気に恵まれた素晴らし

い入学式を迎える事が出来ました。

折角のお天気なので入学式前に駅か

ら東中までゆっくり歩いて行きまし

た。すると何組かの新入生と保護者

の方々をお見受けしたのですが、緊

張の面持ちかと思えば皆さん笑顔に

包まれ楽しそうに中学校へ向かって

行く姿を見る事が出来ました。私も

その光景に自然と笑顔になっていた

事を鮮明に覚えております。これか

ら学校に楽しく通ってくれるのは保

護者としてこれ程嬉しい事はありま

せんね。素晴らしい環境で教育を受

けられる学園に心から感謝し、これ

からも沢山の子ども達を送り出して

くれるのでしょう。最後になります

が

今年は学園創立55周年、私達保護

者も「GOGO！東！！」で盛り上げて

行きましょう！

幼稚園後援会
会長 堀内 正嗣

小学校後援会
会長 荒井 秀伸

小学校後援会
副会長 白田 剛

中学校後援会
会長 近澤 学

会 長 挨 拶

皆様、初めまして。今年度、武蔵野東中学校後援会の副会

長を務めさせていただくことになりました、大河原と申しま

す。昨年中学を卒業した長男と、今年中学に入学した次男の

2人の息子がおります。2人とも幼稚園から東学園にお世話に

なっておりますので、早いもので学園にお世話になって14年

目になります。先生方にはいつも、幼稚園、小学校、中学校

と各年代であるべき成長とそれぞれの個性を見極め、きめ細

やかにご指導をいただき、感謝申し上げております。

今年は、学園創立55周年の節目の年を迎えるとのことです。

その教育理念に共感し、子供とともに学ばせていただいてい

る親としても、学園のより良き発展のために、そして何より

子供たちの笑顔のために、微力ながらお役に立てるよう頑張

らせていただければと思います。

皆様には一年間お世話になります。どうぞよろしくお願い

いたします。

みなさん、こんにちは。むらさき会会長を務めさせていた

だいております、有田と申します。娘が6年前に東中を卒業

し、息子は高専3年生、いよいよ最終年度を迎えました。東

学園とのお付き合いも今年で13年目になります。きちんと身

辺自立して周りから愛される人間に育てていきたいという思

いから東学園の門を叩いて以来、幼少期から一貫して行われ

てきた混合教育や生活療法によって着実に生活の幅や可能性

が広がりつつあるのを実感しています。やさしく素直な心が

育ち、与えられた仕事に対してひたむきに取り組む姿勢を見

るにつけ、よくここまで成長したなとつくづく感慨深く見守っ

ております。

むらさき会では、同学年の横のつながりだけでなく学年を

超えた縦のつながりを培う機会として、むらさき親子運動会

や保護者会、新年会など様々なイベントが催されます。今年

は学園５５周年ということで、「Go!Go! ヒガシ」の合い言

葉のもと、学園行事を盛り上げていきたいと思っています。

今年もまた多くの方々との出会いがあることを心より楽しみ

にしています。どうぞよろしくお願いいたします。

皆様、こんにちは。今年度のむらさき会副会長を務めさせ

ていただくことになりました、津久井と申します。中学校3

年D組で息子がお世話になっており、早くも東学園での生活

も11年目を迎えました。

幼稚園で初めて同学年の父親の飲み会に参加した時に知っ

た、同じ境遇で頑張る同志がこれだけいるのだという感激を

昨日のことのように思い出します。本音で語りあうことので

きる盟友がいなかったらとうの昔に心が折れていたかも知れ

ません。そして、長期間の一貫したポリシーの下で混合教育

と生活療法を実施していただく武蔵野東学園には感謝の言葉

しかございません。

私が生まれた昭和39年は学園創立の年、同じ55歳（周年）

を迎えます。「すべての会員の子弟は我が子である」という

合言葉の下、各イベントを盛り上げるお手伝いをさせていた

だければ幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。

むらさき会
会長 有田 誠

武蔵野東高等専修学校の後援会長を務めることになりま

した本田です。昨年度に引き続き宜しくお願いします。

長男が小学二年からお世話になっており、高専の三年生で

す。長女は幼稚園からお世話になっており、東中の二年生

です。この春は、高等専修学校の卒業式、入学式と立て続

けに列席させて頂きましたが、卒業生が三年間で遂げた成

長の大きさに感動するとともに、新入生のこれからの成長

の可能性に期待が膨らんだ次第です。そして、主人公たる

子供の教育を充実させるためには、学校と後援会の連携が

不可欠であるということを改めて強く認識致しました。

今年度も、役員会、運動会、そして紫峰祭など、さまざ

まな行事が目白押しの予定です。後援会長として、お役に

立てるべく尽力したいと考えております。各役員の皆様、

そして先生方をはじめとする学園の皆様、どうぞ宜しくお

願い申し上げます。

高等専修学校後援会
会長 本田 康秀

むらさき会
副会長 津久井 竜一

中学校後援会
副会長 大河原 紳司


